
田
能
村
竹
田

「
疲
紅
碑
(
え
い
こ
う
の
ひ
)
」

回能付竹回「豊富紅碑{えいこうのひ)Jの場所論的分析

序
広
島
県
尾
道
市
千
光
寺
(
真
言
宗
)
境
内
に
あ
る
疲
紅
碑
(
え
い
こ
う
の
ひ
)

は
、
田
能
村
竹
田
(
一
七
七
七
l
一
八
三
五
)
が
、
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)

に
当
地
で
地
元
文
化
人
と
交
流
し
た
際
、
活
花
に
使
用
し
た
草
花
を
埋
め
、
詩

を
創
っ
て
奉
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
は
、
文
化
文
政
期
の
文
化
の
影
響

下
に
あ
っ
た
当
時
の
尾
道
に
表
れ
た
風
流
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
い
う
評
価
が

専
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
碑
文
の
持
つ
哀
切
感
と
微
妙
な
感
情
に
は
、

単
に
、
活
花
に
利
用
し
た
草
花
を
埋
め
悼
ん
だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
特
殊
な

理
由
や
深
い
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
田
能
村
竹
田
自
身
に
関
す

る
理
由
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
方
、
そ
の
碑
に
併
記
さ
れ
た
尾
道
の
文
化

人
お
よ
び
商
人
の
手
に
な
る
碑
文
か
ら
は
、
当
時
の
尾
道
の
側
に
も
こ
の
よ
う

な
碑
を
建
立
す
べ
き
理
由
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
小
論
は
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
双
方
向
的
な
側
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。

な
お
、
引
用
の
際
、
旧
字
旧
仮
名
を
現
代
の
も
の
に
直
し
た
箇
所
が
あ
る
。
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第
一
章
窪
紅
碑
の
碑
文
と
場
所
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

ま
ず
、
窪
紅
碑
の
碑
文
の
回
目
頭
に
は
、
田
能
村
竹
田
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

題
癌
紅
碑

天
保
甲
午
八
月
期
埋
瓶
花
枯
枝
一
束
於
黄
蔽
玉
浦
之
千
光
寺
側

石
各
録
詩
若
詞
代
銘

芳
魂
葬
処
草
芋
綿
粉
尽
紅
消
風
情
然
身
後
自
今
三
尺
石
生
前
憶
昨
半

瓶
泉
幸
教
名
士
錆
佳
句
喜
向
禅
門
寄
墓
回
休
笑
嚢
空
無
酒
酪
朝
来

醸
得
有
青
銭
」
(
大
分
県
教
育
庁
管
理
部
文
化
課
編
『
大
分
県
先
哲
叢
書

回
能
村
竹
田
資
料
集
詩
文
篇
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
平
成
四
年
、
六

五
八
頁
)

[
天
保
甲
午
(
一
八
三
四
年
)
八
月
つ
い
た
ち
。
瓶
花
(
へ
い
か
)
枯
枝
一
束
を
黄

蔽
(
備
後
国
)
玉
の
浦
(
尾
道
)
の
千
光
寺
側
に
埋
め
、
斯
の
石
を
立
つ
る

こ
と
を
謀
り
、
各
々
詩
も
し
く
は
詞
を
録
し
て
銘
に
代
え
る
。

芳
魂
葬
る
処
草
芋
綿
(
せ
ん
め
ん
)
粉
(
ふ
ん
)
は
尽
き
紅
は
消
え
て

風
情
然
た
り

身
後
(
死
ん
だ
後
は
)
今
よ
り
三
尺
の
石
生
前
む
か
し
を
憶
う
半
瓶

の
泉

幸
(
ね
が
わ
く
ば
)
名
士
を
し
て
佳
句
を
鱗
(
ほ
)
ら
教
(
し
)
め
ん

禅
門
に
向
(
お
)
い
て
墓
田
(
墓
地
)
を
寄
す

笑
う
を
休
(
や
)
め
よ
嚢
(
袋
)
空
し
く

の
場
所
論
的
分
析

荒

木

正

ー「

見

謀
立
斯

宣
ロ
ん
で

酒
酎
(
し
ゅ
ら
い
H
酒
を
注
い
で
祭
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る
こ
と
)
無
き
を

朝
来
(
朝
か
ら
)
醸
(
き
ょ
)
し
(
金
を
出
し
合
っ
て
酒
を
買
う
)
得
て

(
青
銅
の
硬
貨
H
寛
永
通
宝
)
あ
り
]

端
的
に
言
え
ば
、
こ
の
碑
は
、
活
花
に
用
い
た
後
枯
れ
た
草
花
を
埋
め
、
詩

や
言
葉
を
捧
げ
、
酒
を
奉
っ
て
祭
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
豊
後
竹
田
に
住

み
、
各
地
を
め
ぐ
っ
た
文
人
画
家
、
田
能
村
竹
田
と
彼
を
厚
遇
し
た
尾
道
商
人

た
ち
の
風
流
を
示
す
も
の
と
し
て
今
日
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
風
流
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
の
が
、
碑
文
に
も
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
碑
の
墓
石
と
し
て
の
意
味
で
あ
る
。
草
花
の
墓
石
と

い
う
特
異
な
も
の
に
は
、
真
撃
に
悼
む
と
い
う
意
味
か
ら
、
風
流
な
遊
び
心
ま

で
、
多
種
多
様
な
意
味
が
考
え
ら
れ
る
。
小
論
で
は
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

青
銭

考
察
の
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
文
学
研
究
の
常
識
的
な
方
法
と
し
て
、
田

能
村
竹
田
の
当
時
の
状
況
を
確
認
し
て
、
碑
の
意
味
を
探
る
手
が
か
り
と
す
る
。

次
に
、
そ
れ
が
尾
道
と
い
う
場
所
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
碑
そ

の
も
の
に
も
尾
道
商
人
の
碑
文
を
併
記
し
た
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
尾
道
の

側
の
状
況
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
田
能
村
竹
田
が
碑
文
を
寄
せ
、
こ
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
が
、

一
個
の
事
実
な
ら
ば
、
そ
の
碑
を
め
ぐ
る
尾
道
の
事
情
は
、
尾
道
と
い
う
場
所

の
側
か
ら
の
働
き
か
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
双
方
の
働
き
か
け
は
、
本
来
、
独

立
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
田
能
村
竹
田
に
と
っ
て
こ
の
碑

は
尾
道
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
尾
道
に
と
っ
て
も
、
田
能

村
竹
田
の
碑
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
哲
学
的
場
所
論
の
一
端

か
ら
言
え
ば
、
個
と
場
所
と
の
、
引
き
付
け
合
い
反
発
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が

あ
る
必
然
性
を
持
っ
た
時
、
ひ
と
つ
の
事
柄
の
成
立
を
み
る
。
小
論
で
は
、
こ

の
よ
う
な
視
点
か
ら
問
題
を
整
理
し
考
察
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
、

個
人
的
な
表
現
や
行
為
と
、
そ
の
背
景
と
な
る
場
所
の
問
題
と
は
、
相
互
に
影

響
し
あ
っ
て
ひ
と
つ
の
事
実
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、

哲
学
的
場
所
論
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

小
論
で
は
、
他
の
拙
論
同
様
、
根
底
的
な
場
所
論
と
し
て
、
西
田
幾
多
郎
の

場
所
論
の
構
造
を
、
西
田
幾
多
郎
の
論
文
「
場
所
」
(
大
正
一
五
年
・
『
西
田

幾
多
郎
全
集
第
四
巻
』
岩
波
書
居
、
一
九
四
九
年
/
一
九
八
八
年
)
な
ど
に

基
づ
い
て
以
下
の
各
点
に
要
約
し
た
。
な
お
、
中
村
元
監
修
・
峰
島
旭
雄
責
任

編
集
『
比
較
思
想
事
典
』
(
東
京
書
籍
、
二

O
O
O年
)
に
お
い
て
筆
者
が
簡

潔
に
ま
と
め
た
拙
筆
項
目
「
場
所
[
現
代
思
想
]
」
(
四
一
一
一
ー
ー
四
一
三
頁
)
を

参
照
し
た
。

(
一
)
場
所
と
は
、
古
来
哲
学
の
テ
1
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
唯
一
絶
対
無
限
な

存
在
の
名
称
で
あ
る
(
場
所
の
唯
一
絶
対
無
限
性
)
。

(
二
)
場
所
は
一
般
的
(
普
遍
的
)
な
も
の
と
特
殊
な
も
の
と
の
合
一
で
あ
る
。

従
っ
て
、
我
々
が
認
識
し
て
言
葉
に
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
総
て
の
事
柄
(
特

殊
な
も
の
)
を
包
み
込
む
。

(
三
)
特
殊
な
も
の
の
み
認
識
で
き
る
我
々
に
と
っ
て
は
、
場
所
は
全
体
と
し

て
は
「
無
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
事
柄
は
そ
の
無
か
ら

現
れ
る
よ
う
に
し
て
認
識
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
場
所
と
い
う
唯
一
絶
対
の
存
在

か
ら
言
え
ば
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
有
機
的
存
在
で
あ
る
場
所
自
身
が
自
己
分
化

す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
事
柄
も
、
例
え
ば
特
定
の
人
物
で

あ
れ
、
特
定
の
事
実
で
あ
れ
、
物
理
的
現
象
で
あ
れ
、
空
想
で
あ
れ
、
夢
や
理

想
や
愛
で
あ
れ
、
す
べ
て
場
所
自
身
の
自
己
分
化
、
も
し
く
は
自
己
限
定
で
あ

る
(
場
所
の
自
己
限
定
)
。

(
四
)
特
殊
な
も
の
や
個
物
も
本
来
は
普
遍
的
な
場
所
自
身
で
は
あ
る
が
、
場



所
そ
の
も
の
は
「
無
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
、
そ
れ
ら
特
殊

や
個
物
は
、
場
所
を
表
現
し
、
そ
れ
ら
の
発
展
な
し
に
は
普
遍
的
な
場
所
の
発

展
は
な
い
(
個
に
よ
る
場
所
の
限
定
)
。

(
五
)
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
特
殊
や
個
が
存
在
し
な
い
と
普
遍
的
な
場
所
も

存
在
し
な
い
し
、
逆
に
、
普
遍
的
な
場
所
が
存
在
し
な
い
と
特
殊
や
個
も
存
在

そ
れ
ら
は
、
相
互
に
限
定
し
つ
つ
発
展
し
て
い
く
が
、
そ
の
発
展
の

し
な
い
。

国能村竹田 f窪紅碑{えいこうのひ)Jの場所論的分析

過
程
が
総
合
的
に
示
さ
れ
る
の
が
歴
史
で
あ
る
(
場
所
の
歴
史
性
)
。

こ
の
よ
う
に
西
田
幾
多
郎
の
理
論
は
哲
学
的
な
だ
け
に
、
普
遍
的
な
存
在
を

主
な
問
題
と
す
る
が
、
普
遍
的
だ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
構
造
は
特
定
の
場
所

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
問
題
に
す
る
場
合
も
有
効
だ
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
、
最
終
的
に
は
歴
史
の
意
味
に
表
現
さ
れ
て
い
る
相
互
作
用
に

着
目
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
場
所
に
関
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
一
不
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
小
論
で
は
特
に
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
関
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
注

目
し
つ
つ
分
析
す
る
こ
と
に
な
る
。

天
保
五
年
の
回
能
村
竹
田

こ
の
碑
を
建
立
し
た
天
保
五
年
の
田
能
村
竹
田
の
状
況
は
、
そ
の
人
生
を
考

え
る
時
、
ひ
と
つ
の
節
目
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
ず
、
尾
道
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
五
九
年
の
彼
の
生
涯
で
、
三
回
の
尾
道

訪
問
の
う
ち
、
こ
れ
が
結
果
的
に
最
後
の
訪
問
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

天
保
五
年
二
月
六
日
の
高
橋
草
坪
宛
の
書
簡
で
、
天
保
四
年
十
一
月
二
十
一
日

に
豊
後
竹
田
を
発
ち
、
天
保
五
年
二
月
二
日
に
尾
道
に
着
い
た
と
記
し
て
い
る

よ
う
に
(
大
分
県
教
育
庁
管
理
部
文
化
課
編
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹

資
料
集
書
簡
篇
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
平
成
四
年
、
二
一
四
頁
)
、

第
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田

一
一
月
は
じ
め
に
尾
道
に
着
き
、
ま
た
、
天
保
五
年
九
月
八
日
の
後
藤
碩
田
宛
の

「
浪
華
に
て
啓
上
」
と
始
ま
る
書
簡
に
、
尾
道
で
二
百
余
日
を
す
ご
し
、
八
月

二
十
六
日
に
大
阪
に
着
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
(
『
大
分
県
先
哲
叢

書
田
能
村
竹
田
資
料
集
書
簡
篇
』
二
二
三
頁
)
、
八
月
末
に
大
阪
に
発

つ
ま
で
の
約
半
年
と
い
う
長
い
滞
在
の
問
、
竹
田
は
、
存
分
に
地
元
の
商
人
や

文
化
人
と
交
わ
っ
た
。

天
保
五
年
三
月
二
八
日
の
田
能
村
如
仙
(
太
二
宛
の
書
簡
で
は
、
「
竹
下
・

夢
研
・
虎
道
諸
兄
、
何
れ
依
然
尋
(
つ
ぎ
)
ニ
旧
盟
一
、
日
々
集
会
相
楽
候
。
」
(

『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
書
簡
篇
』
一
二
五
頁
)
と
述

、
べ
、
六
月
一
六
日
の
高
橋
草
坪
宛
の
書
簡
で
は
、
「
灰
吉
(
竹
下
)
・
油
屋

(
夢
研
)
杯
(
な
ど
て
此
節
は
大
に
詩
に
こ
り
、
毎
日
終
日
詩
作
詩
論
に
て
、

詩
会
も
四
五
日
位
に
仕
候
処
杯
(
な
ど
)
ゆ
へ
、
馳
走
も
相
応
に
は
御
座
候
、

大
に
お
も
し
ろ
く
御
座
候
。
」
(
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集

書
簡
篇
』
二
二
一
頁
)
と
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
楽
し
さ
に
は
一
抹
の
影
が
あ
っ
た
こ
と
も
感
じ
ら
れ
る
。
天

保
五
年
二
月
六
日
の
高
橋
草
坪
宛
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
「
去
年
ハ
大
幸
之
年
に

而
賢
兄
と
太
一
と
両
人
の
命
を
拾
い
取
候
」
(
『
大
分
県
先
哲
叢
書
回
能
村

竹
田
資
料
集
書
簡
篇
』
一
二
四
頁
)
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
友
人
の

健
康
を
祝
う
書
簡
に
あ
え
て
自
分
の
後
継
ぎ
の
健
康
を
付
加
し
た
の
に
は
、
よ

ほ
ど
の
思
い
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
お
お
む
ね
次
の
状
況
で
あ
っ
た
。
天
保
四
年
七
月
五
日
の
在
京
の
医

師
、
小
石
樫
(
て
い
)
園
(
元
瑞
、
秋
巌
)
へ
の
書
状
で
、
太
一
の
病
状
に
対

し
て
処
方
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
(
『
大
分
県

先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
書
簡
篇
』
二

O
四
頁
)
、
田
能
村
家
の

後
継
ぎ
と
し
て
、
京
で
文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
か
ら
天
保
四
年
(
一
八
三
三
)
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ま
で
医
学
の
修
行
を
し
、
よ
う
や
く
成
し
遂
げ
て
帰
郷
し
た
太
一
は
、
こ
の
年

六
月
に
、
天
然
痘
と
思
わ
れ
る
病
に
襲
わ
れ
た
と
さ
れ
る
(
宗
像
健
一
『
大
分

県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
平
成
五
年
、
二
九
五
頁
)
。

そ
の
後
の
小
石
樫
園
宛
の
書
状
か
ら
は
、
病
状
は
一
進
一
退
で
、
父
親
と
し
て

は
心
の
休
ま
る
聞
も
な
い
こ
と
が
伺
え
る
。
結
局
、
と
り
あ
え
ず
回
復
し
た
の

が
、
天
保
四
年
一
一
月
五
日
の
帆
足
杏
雨
宛
の
書
簡
に
「
太
一
も
段
々
全
快
仕

候
、
頃
日
よ
り
出
勤
仕
居
候
。
」
(
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料

集
書
簡
篇
』
一
一
一
一
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、
約
半
年
後
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
子
、
そ
れ
も
後
継
ぎ
の
重
病
を
乗
り
越
え
た
最
初
の
旅

が
、
こ
の
尾
道
を
経
て
関
西
に
赴
く
旅
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
太
一
の
重
病
を
心
配
す
る
気
持
ち
に
は
伏
線
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
天
保
三
年
九
月
二
三
日
の
頼
山
陽
(
一
七
八

O
ー
一
八
三
二
)
の
逝

去
で
あ
る
。
同
世
代
の
友
人
で
も
あ
り
、
回
能
村
竹
田
を
世
に
出
さ
し
め
た
思

人
で
も
あ
る
頼
山
陽
は
、
田
能
村
竹
田
か
ら
京
都
に
い
る
田
能
村
如
仙
に
宛
て

た
天
保
三
年
七
月
二
八
日
の
書
簡
で
、
「
山
陽
兄
大
不
快
の
よ
し
如
何
ヤ
承
度

(
た
く
)
候
し
か
し
」
(
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
書
簡

篇
』
一
八
六
頁
)
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
六
月
こ
ろ
か
ら
略
血
し
重
病
の
床

に
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。

田
能
村
竹
田
は
早
速
見
舞
い
の
旅
の
計
画
を
た
て
天
保
三
年
九
月
に
豊
後
竹

田
を
出
発
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
急
速
上
洛
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
例
に

よ
っ
て
、
各
地
で
見
物
し
詩
作
し
土
地
の
知
人
と
交
遊
す
る
と
い
っ
た
旅
で
あ
っ

た
。
結
局
、
い
ま
だ
豊
後
中
津
に
い
る
と
き
に
頼
山
陽
の
許
報
が
届
く
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
す
ぐ
に
行
動
を
起
こ
す
で
も
な
く
、
下
関
で
は
、
天

保
四
年
一
月
二
七
日
の
安
東
春
台
宛
の
書
簡
に
「
日
夜
画
事
討
論
」
(
『
大
分

県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
書
簡
篇
』
一
九
五
頁
)
と
記
し
た
り
、

同
三
月
一

O
日
の
馬
場
謹
二
宛
の
書
簡
に
、
専
念
寺
の
桜
を
詠
っ
て
「
さ
く
ら

花
来
る
人
こ
と
に
へ
だ
で
な
く
神
の
心
を
見
す
る
色
か
な
」
(
『
大
分
県
先
哲

叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
書
簡
篇
』
一
九
六
頁
)
と
記
し
た
り
す
る
よ

う
に
、
交
友
や
花
見
を
楽
し
み
、
よ
う
や
く
、
三
月
二
一
日
に
頼
山
陽
宅
、
山

紫
水
明
処
に
到
着
し
て
い
る
。

こ
の
行
動
は
一
見
、
頼
山
陽
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る

が
、
反
面
、
別
の
次
元
で
悼
ん
で
も
い
る
。

天
保
四
年
四
月
二
一
日
の
伊
藤
樵
渓
宛
の
書
簡
に
は
「
京
師
も
頼
山
陽
没
後

大
ニ
寂
婁
の
様
子
に
御
座
候
」
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集

書
簡
篇
』
一
九
七
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
『
竹
田
遺
稿
』
巻
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
宿
頼
山
陽
山
紫
水
明

処
子
没
後
八
閲
月
」
(
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
詩

文
篇
』
四
六
九
頁
)
で
は
、
次
の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

「
重
叩
柴
門
感
昌
勝
一
声
認
得
内
人
膚
亭
依
水
処
昔
同
座
欄
凝
紫
時
今

独
官
邸
荒
径
春
残
花
地
落
虚
堂
昼
暗
壁
挑
灯
老
来
伯
聴
傷
心
話
使
我
観

空
欲
学
僧
」
(
注
六
字
目
の
届
は
、
『
大
分
県
先
哲
叢
書
回
能
村
竹
田
資

料
集
詩
文
篇
』
四
六
九
頁
で
は
未
詳
と
な
っ
て
い
る
が
、
宗
像
健
一
『
大
分

県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
』
二
九
三
頁
で
は
、
昌
が
捕
わ
れ
て
い
る
。
)

[
重
(
ふ
た
た
び
)
柴
門
を
叩
く
に
感
昌
(
な
ん
)
ぞ
勝
(
た
)
え
ん
一
声

認
め
得
た
り
内
人
麿
(
お
う
)
ず
亭
の
水
に
依
る
処
昔
同
(
と
も
)
に
座
し

欄
の
紫
に
凝
る
時
今
独
り
癌
(
よ
)
る
荒
径
春
残
り
花
地
に
落
ち
る
虚

堂
昼
暗
く
壁
に
灯
を
挑
(
か
か
)
ぐ
老
来
心
を
傷
ま
し
む
る
話
を
聴
か
ん
こ

と
を
伯
れ
我
を
し
て
空
を
観
じ
て
僧
に
学
ぶ
を
欲
せ
し
む
]

こ
の
詩
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
頼
山
陽
の
没
後
八
ヶ
月
に
し
て
悼
む
に
当
た

り
、
田
能
村
竹
田
は
、
前
半
は
山
紫
水
明
処
に
過
去
を
辿
り
風
景
に
寂
婁
を
詠
っ
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て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詩
の
最
後
に
は
自
分
の
心
の
問
題
を
重
ね
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
に
し
て
ま
で
、
頼
山
陽
の
死
を
悼
ん
で
い
る
と
も

と
れ
よ
う
が
、
こ
こ
に
、
先
に
述
べ
た
、
な
か
な
か
上
洛
し
な
か
っ
た
行
動
ゃ
、

ま
た
、
あ
え
て
彼
の
死
の
た
め
に
献
詩
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
重
ね
る
と
、

ど
こ
か
臆
病
と
も
い
え
る
性
格
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
頼
山

陽
の
死
を
悼
む
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
死
そ
の
も
の
を
直
視
す
る
こ
と
に
敏

感
に
反
応
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

例
え
ば
、
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
詩
文
篇
』
二
六

六
頁
で
は
、
文
政
六
年
も
し
く
は
九
年
頃
に
編
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ

る
『
竹
田
歌
集
』
所
収
の
「
山
の
庵
に
こ
も
り
け
る
頃
物
の
あ
は
れ
に
お
ほ
へ

け
る
折
々
に
よ
み
け
る
歌
」
の
中
で
も
「
年
を
へ
て
身
に
つ
む
こ
と
の
お
ほ
け

れ
ハ
老
て
の
後
そ
物
ハ
か
な
し
き
」
(
二
七
八
頁
)
や
、
『
大
分
県
先
哲
叢
書

田
能
村
竹
田
資
料
集
詩
文
篇
』
二
八
二
頁
に
、
明
治
一
六
年
二
一
月
、
伊

藤
禎
三
郎
が
整
理
し
た
と
さ
れ
る
『
竹
田
先
生
歌
集
』
所
収
の
作
歌
時
期
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
お
そ
ら
く
は
晩
年
の
作
で
あ
ろ
う
「
今
朝
春
と
立
つ
も
慨
(
も

の
う
)
し
年
毎
に
老
の
お
も
荷
を
つ
み
て
ふ
る
身
は
」
(
三

O
九
頁
)
の
よ
う

に
、
老
い
に
対
す
る
寂
し
さ
や
気
の
弱
さ
を
覗
わ
せ
る
作
品
か
ら
も
、
迫
る
死

に
対
す
る
不
安
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
感
情
が
彼
の
人
生
の
基
調
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
自
ら
を

「
廃
疾
の
民
」
と
呼
び
、
二
、
三
歳
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
眼
病
、
耳
症
な
ど
に

悩
ま
さ
れ
、
結
局
、
文
化
一

O
年
(
一
八
一
三
)
に
、
三
七
歳
に
し
て
隠
居
し

た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
宗
像
健
一
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹

田
』
三
六
頁
で
は
、
そ
の
病
気
は
先
天
性
糖
尿
病
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い

る。
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そ
の
一
貫
し
た
不
安
は
、
自
ら
が
老
い
て
き
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
例

え
ば
天
保
四
年
(
一
八
三
三
)
一
月
二
七
日
に
安
東
春
台
に
送
っ
た
書
簡
に

「
去
年
は
、
朋
友
共
大
分
地
下
に
帰
(
き
し
)
候
。
」
と
述
べ
、
頼
山
陽
を
始
め

と
す
る
知
人
が
目
下
「
半
死
」
で
あ
る
と
述
べ
、
「
筑
前
仙
崖
杯
(
な
ど
)
も
、

折
レ
筆
書
画
止
め
候
由
、
何
分
世
界
塞
々
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
(
『
大
分
県

先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
書
簡
篇
』
一
九
五
頁
)
、
友
人
、
知
己

の
老
化
や
死
去
も
身
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
で
世
旦
帽
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
出
会
っ

た
頼
山
陽
の
死
に
、
彼
は
他
の
人
た
ち
と
は
次
元
の
違
う
反
応
を
示
し
た
と
い

え
よ
う
。

そ
し
て
、
太
一
の
重
病
は
、
そ
の
直
後
で
あ
っ
た
。
医
学
修
行
を
終
え
て
先

に
帰
郷
し
た
太
一
の
発
病
を
回
能
村
竹
田
は
、
頼
山
陽
遺
宅
を
訪
れ
た
こ
の
一

連
の
旅
の
中
で
受
け
取
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

幸
い
に
し
て
太
一
の
回
復
を
み
て
、
太
一
が
勤
務
に
復
帰
す
る
や
否
や
、
溜

ま
っ
て
い
た
出
版
の
話
な
ど
の
件
で
再
び
関
西
を
目
指
し
た
の
が
、
痩
紅
碑
に

ま
つ
わ
る
最
後
の
尾
道
訪
問
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
田
能
村
竹
田
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
き
た
活
花

の
結
果
、
枯
れ
て
い
っ
た
草
花
を
悼
も
う
と
い
う
気
持
ち
が
生
じ
た
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
碑
文
の
後
半
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
単
に
哀
悼
す

る
ば
か
り
で
は
な
い
。
前
半
の
哀
悼
か
ら
立
直
っ
て
ま
た
新
し
い
、
そ
し
て
永

遠
の
生
を
得
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
が
碑
文
の
後
半
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、

直
接
的
に
は
太
一
の
回
復
や
そ
れ
に
よ
っ
て
再
び
得
た
安
定
的
な
気
持
ち
を
反

映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
し
、
そ
し
て
同
時
に
、
そ
れ
を
墓
石
と
し
て
刻
む
こ

と
で
、
幼
い
時
か
ら
囚
わ
れ
て
き
た
死
へ
の
恐
怖
に
決
着
を
つ
け
、
超
越
し
よ

う
と
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
超
越
に
関
し
て
は
、
晩
年
に
自
画
像
と
恩
わ
れ
る
何
枚
か
の
画

に
添
え
た
「
不
死
吟
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。



30 

「
一
昨
不
死
又
昨
日
。
昨
日
不
死
文
今
日
。
今
日
不
死
文
明
日
。
若
許
不
死
目

又
日
。
騰
々
不
死
踏
尽
今
年
三
百
六
十
日
。
文
明
年
之
三
百
六
十
日
。
」

[
一
昨
死
な
ず
又
昨
日
も
。
昨
日
死
な
ず
文
今
日
も
。
今
日
死
な
ず
文
明
日
も
。

若
し
死
な
ざ
る
を
許
さ
れ
る
な
ら
日
に
又
日
な
ら
ん
。
騰
々
(
と
う
と
う
)
と

し
て
死
な
ざ
れ
ば
、
今
年
の
三
百
六
十
日
を
踏
み
尽
く
し
。
又
明
年
の
三
百
六

十
日
も
。
]

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
窪
紅
碑
に
お
け
る
田
能
村
竹
田
の
詩
の
意
味

構
造
を
省
み
れ
ば
、
当
時
の
個
人
的
心
境
が
素
直
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る。
「
生
前
憶
昨
半
瓶
泉
」
ま
で
は
、
死
を
悼
む
意
味
合
い
が
濃
い
が
、
そ
こ
か

ら
は
む
し
ろ
、
現
世
の
明
る
さ
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
喜
向
禅
門
寄
墓
田
」

か
ら
は
、
墓
石
を
立
て
供
養
す
る
こ
と
で
悲
し
み
を
超
越
し
、
そ
の
こ
と
で
現

世
の
楽
し
み
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
心
境
の
流
れ
は
、
基
底
に
自
己
自
身
の
死
や
病
の
恐
怖
を
抱
え

て
生
き
て
き
て
、
晩
年
に
至
っ
て
、
親
友
、
知
己
の
死
や
病
に
会
っ
て
増
幅
し

た
ば
か
り
か
、
跡
継
ぎ
の
重
病
と
い
う
危
機
に
ま
で
至
っ
て
ど
ん
底
を
味
わ
い
、

し
か
し
そ
の
後
、
太
一
の
回
復
で
希
望
を
得
る
と
同
時
に
死
や
病
に
対
す
る
長

い
間
の
恐
怖
を
諦
観
し
超
越
す
る
に
至
っ
た
人
生
の
流
れ
と
共
鳴
す
る
の
で
あ

る。
さ
て
、
田
能
村
竹
田
に
関
し
て
は
以
上
の
解
釈
が
成
り
立
つ
と
い
え
る
が
、

実
は
、
こ
の
碑
に
は
そ
れ
に
続
い
て
、
尾
道
の
豪
商
橋
本
竹
下
の
詩
文
も
刻
ん

で
あ
る
。
田
能
村
竹
田
の
事
情
が
、
こ
の
碑
に
お
け
る
固
有
の
意
味
の
中
核
を

成
す
も
の
と
し
て
、
尾
道
と
い
う
場
所
に
働
き
か
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
意
味

す
る
な
ら
ば
、
尾
道
の
商
人
た
ち
の
事
情
は
田
能
村
竹
田
に
働
き
か
け
る
場
所

の
側
か
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
意
味
す
る
と
い
え
よ
う
。
次
章
で
は
そ
れ
を
考

第
三
章
天
保
五
年
の
尾
道

橋
本
竹
下
に
な
る
碑
文
と
そ
の
詩
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
花
之
親
人
是
瓶
花
簾
前
侍
立
似
嬬
娃
自
将
開
落
付
君
手
献
娼
肯
向
別

人
家

常
見
世
間
軽
薄
児
青
銭
榔
下
買
花
枝
花
未
全
萎
排
藩
酒
余
芳
長
抱
終

古
恨

才
子
憐
花
思
匪
夷
花
亦
相
依
如
子
帰
朝
朝
分
与
満
瓶
水
毎
枝
一
老
魂

一
飛

乃
緊
枯
稿
手
観
束
番
番
春
風
仔
細
録
詩
人
会
葬
古
道
場
縦
不
玉
棺
死

非
辱

涙
痕
酒
成
法
紅
篇
貞
現
三
尺
白
峨
然
果
是
芳
魂
得
解
脱
浄
土
重
聞
五

色
蓮
」

[
花
の
人
に
親
し
む
は
是
れ
瓶
花
な
り
簾
前
(
れ
ん
ぜ
ん
)
し
て
侍
立
す
る

こ
と
嬬
娃
に
似
た
り

自
(
み
ず
か
ら
)
将
(
ま
さ
に
)
開
落
は
君
の
手
に
付
(
ゆ
だ
ね
る
)

掘
を
献
じ
肯
(
あ
え
て
)
別
人
の
家
に
向
か
う

常
に
見
る
世
間
の
軽
薄
児
青
銭
榔
下
し
花
枝
を
買
う

花
未
(
い
ま
だ
)
全
(
す
べ
て
)
萎
(
な
え
ざ
る
に
)
藩
緬
に
耕
(
す
て
る
)

余
芳
は
長
(
と
こ
し
え
に
)
終
古
の
恨
み
を
抱
く

才
子
花
を
憐
れ
む
に
思
い
は
匪
夷
(
た
い
ら
か
な
ら
ず
)

花
も
亦
(
ま
た
)
相
依
り
て
子
帰
(
ゆ
き
か
え
る
)
如
し

瓶
水
を
満
た
し

毎
枝
一

察
す
る
。

(
ひ
と
た
び
)
老
い
て
は
魂

(
ひ
と
た
び
)
飛
ぷ

朝
朝
分
与
し
て



乃
(
す
な
わ
ち
)
枯
楠
(
こ
こ
う
日
枯
枝
)
を
緊
(
あ
つ
め
て
)
手
に
東
ぬ
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る
を
観
る

番
番
の
春
風
仔
細
に
録
す
詩
人
は
古
道
場
に
会
葬
し

縦
(
た
と
え
)
玉
棺
な
ら
ず
と
も
死
し
て
辱
か
し
め
ず

涙
痕
酒
(
あ
ら
い
)
窪
紅
篇
を
成
す
貞
現
三
尺
白
峨
然

果
た
し
て
是
で
芳
魂
は
解
脱
を
得
た
り
浄
土
は
重
(
ふ
た
た
び
)
五
色
の

蓮
を
聞
か
せ
る
]

「
花
が
人
に
親
し
む
の
は
瓶
の
活
花
だ
。
花
は
ま
る
で
美
人
の
よ
う
だ
。
軽
輩

の
も
の
は
時
に
、
花
の
残
り
香
が
あ
る
う
ち
に
捨
て
た
り
す
る
。
風
流
を
解
す

る
も
の
は
、
そ
れ
を
可
哀
想
に
思
い
、
毎
朝
水
を
注
ぎ
、
枝
ひ
と
つ
老
い
る
ご

と
に
魂
が
傷
む
。
そ
こ
で
枯
れ
花
を
集
め
束
ね
る
。
春
風
は
吹
く
た
び
に
花
の

命
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
詩
人
は
、
こ
の
花
の
亡
骸
を
皆
で
葬
る
。
こ
れ
は
立

派
な
墓
と
は
い
え
な
い
が
、
死
を
辱
め
る
も
の
で
は
な
い
。
涙
を
も
っ
て
窪
紅

の
詩
篇
を
作
っ
た
。
墓
石
は
三
尺
で
白
く
輝
い
て
い
る
。
こ
れ
で
美
し
い
花
の

魂
は
解
脱
し
、
浄
土
で
五
色
の
蓮
と
し
て
再
び
咲
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
」

さ
て
、
田
能
村
竹
田
の
碑
文
と
、
橋
本
竹
下
の
碑
文
と
を
比
較
す
る
と
、
当

然
、
基
本
的
に
は
共
通
点
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
お
お
ま
か
な
意
味
と
し
て
花

を
悼
む
こ
と
は
こ
の
場
合
の
要
点
で
あ
る
の
で
共
通
な
の
は
当
然
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
悼
み
方
に
両
者
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
る
。

田
能
村
竹
田
が
「
休
笑
嚢
空
無
酒
田
削
朝
来
醸
得
有
青
銭
」
と
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
現
世
の
側
で
一
層
の
供
養
が
で
き
る
と
展
開
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、

橋
本
竹
下
の
碑
文
で
は
、
「
果
是
芳
魂
得
解
脱
浄
土
重
開
五
色
蓮
」
と
、
成

仏
し
た
の
ち
の
平
穏
を
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
橋
本
竹
下
そ
の
ひ
と
の
特
殊
性
と
、
尾
道
と
い
う
場

所
の
双
方
か
ら
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
が
、
実
は
こ
の
場
合
双
方
は
と
も
に
絡
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み
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

青
木
茂
編
『
新
修
尾
道
市
史
第
六
巻
』
(
尾
道
市
役
所
、
昭
和
五
二
年
)

に
よ
る
と
、
橋
本
竹
下
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
橋
本
竹
下
韓
は
徳
聴
、
名
は
旋
、
字
は
元
吉
、
通
称
吉
兵
衛
と
い
い
、

後
荘
右
衛
門
と
改
む
。
竹
下
は
其
の
号
、
三
原
町
川
口
家
の
生
れ
、
橋
本
家
を

嗣
ぐ
、
学
を
好
み
詩
文
を
能
く
す
。
風
流
酒
落
(
し
ゃ
れ
)
君
子
の
称
あ
り
。

初
め
菅
茶
山
に
学
び
後
京
都
に
出
で
、
山
陽
に
学
ぶ
。
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)

三
月
四
日
夜
す
。
慈
観
寺
に
葬
る
。
」
(
三
五
九
頁
)

こ
の
う
ち
、
小
論
と
特
に
関
係
の
深
い
事
柄
は
、
慈
観
寺
と
い
う
寺
院
で
あ

ス
v

。今
日
、
尾
道
市
長
江
一
丁
目
四
l
七
に
あ
る
、
時
宗
の
慈
観
寺
を
訪
れ
る
と
、

立
派
な
本
堂
が
目
に
入
る
。
欄
間
な
ど
の
彫
刻
も
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、

『
新
修
尾
道
市
史
第
六
巻
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
堂
は
「
天
保
五
年
(
一

八
三
四
)
起
工
、
同
八
年
竣
工
し
た
い
わ
ゆ
る
慈
善
事
業
と
し
て
の
建
築
で
あ
っ

た
」
(
七

O
頁
)
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
痩
紅
碑
が
建
立
さ
れ
た
そ
の
年
、

慈
観
寺
本
堂
が
慈
善
事
業
と
し
て
起
工
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
事

情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
事
情
と
は
飢
謹
で
あ
る
。

『
新
修
尾
道
市
史
第
六
巻
』
所
収
の
資
料
「
橋
本
年
誌
」
に
よ
る
と
、

文
政
一
三
年
(
一
八
三

O
H
一
二
月
一

O
日
に
天
保
に
改
元
)
に
は
、
そ
れ
ま

で
尾
道
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
煙
草
が
、
隣
国
の
福
山
で
の
取
り
扱
い
量
が
増

え
て
圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
反
面
、
尾
道
製
の
櫓
が
好
評
な
の
で
、
当
地

で
統
一
し
て
製
作
販
売
で
き
な
い
か
、
な
ど
の
、
産
業
構
造
の
変
化
を
覗
わ
せ

る
記
述
が
あ
る
が
(
五
七
四
|
五
七
六
頁
)
、
そ
の
翌
年
、
天
保
二
年
(
一
八

三
一
)
に
は
、
「
覚
」
と
し
て
、
「
昨
冬
以
来
米
価
追
々
高
値
に
相
成
り
」
と
述
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べ
ら
れ
、
手
当
て
米
と
し
て
千
石
を
支
給
し
て
ほ
し
い
旨
記
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
(
五
七
六
l
五
七
七
頁
)
。
こ
の
よ
う
な
米
の
不
作
か
ら
、
先
の
産
業
構

造
の
変
化
も
、
む
し
ろ
切
羽
詰
っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
事
実
、

文
政
一

O
年
(
一
八
二
七
)
に
は
、
幕
府
が
倹
約
令
を
発
令
し
て
い
る
し
、
シ
ー

ボ
ル
ト
事
件
の
起
こ
っ
た
翌
文
政
一
一
年
(
一
八
二
八
)
に
は
、
日
本
各
地
で

風
水
害
が
相
次
ぎ
、
越
後
国
大
地
震
が
起
こ
り
、
越
後
で
は
打
ち
段
し
が
勃
発

し
て
い
る
。
翌
文
政
一
二
年
(
一
八
二
九
)
に
は
江
戸
大
火
も
加
わ
っ
て
、
世

情
不
安
が
増
し
、
文
政
一
三
年
(
一
八
三

O
)
に
は
、
京
都
大
地
震
が
起
こ
っ

て
、
各
地
で
一
撲
が
頻
発
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
世
間
の
飢
謹
は
、
当
寺
の
尾
道
の
規
模
や
産
業
構
造
を
考
え
る

と
、
比
較
的
ゆ
る
や
か
に
訪
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
田
能
村
竹
田

は
『
屠
赤
小
喧
々
録
』
(
屠
赤
水
H
屠
隆
、
明
代
末
期
文
学
者
と
の
関
係
?
)

と
い
う
文
化
四
年
(
一
八

O
七
)
頃
か
ら
天
保
四
年
(
一
八
三
三
)
頃
ま
で
の

忘
備
録
を
残
し
て
い
る
が
、
巻
四
で
尾
道
に
つ
い
て
は
「
浪
華
以
西
股
富
(
い

ん
ぷ
)
の
地
」
(
大
分
県
教
育
庁
管
理
部
文
化
課
編
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田

能
村
竹
田
資
料
集
著
述
篇
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
平
成
四
年
、
一
四
六

頁
)
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
1
タ
を
記
し
て
あ
る
が
、
実
は
そ
の
デ
ー

タ
は
、
文
化
一
三
年
(
一
八
一
六
)
に
尾
道
の
亀
山
士
綱
が
記
し
た
『
尾
道
志

稿
』
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
尾
道
志
稿
』
に
よ
れ
ば
、
久
保
、
十
四

日
、
土
堂
の
三
町
で
人
口
は
「
九
千
四
百
八
十
八
内
、
男
四
千
七
百
三
十
二

女
四
千
六
百
七
十
四
僧
六
十
七
尼
十
五
」
(
亀
山
士
綱
『
尾
道
志
稿
』

文
化
二
二
年
、
翻
刻
版
H
備
後
郷
土
史
会
、
昭
和
九
年
、
九
|
一

O
頁
)
と
あ

る
。
特
記
さ
れ
た
僧
と
尼
の
約
一
割
弱
と
い
う
数
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、

同
書
に
よ
れ
ば
、
「
船
問
屋
四
十
八
軒
。
酒
造
家
十
一
軒
」
(
『
尾
道
志

稿
』
翻
刻
版
、
七
頁
)
と
さ
れ
、
「
舟
船
二
百
三
十
五
般
」
(
『
尾
道
志
稿
』

翻
刻
版
、
一

O
頁
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
記
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
は
、
瀬
戸

内
を
代
表
す
る
豊
か
な
港
町
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
橋
本
年
誌
」
に
よ
る
と
、
や
は
り
天
保
二
年
(
一
八

三
一
)
に
は
、
深
刻
さ
を
増
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

尾
道
を
代
表
す
る
富
商
で
あ
り
、
町
年
寄
で
も
あ
っ
た
橋
本
竹
下
は
、
天
保

八
年
(
一
八
三
七
)
に
も
、
代
官
木
村
幾
三
郎
宛
に
、
三
名
の
町
年
寄
連
名
で
、

窮
民
救
済
の
た
め
に
米
を
安
売
り
し
て
ほ
し
い
旨
訴
え
る
な
ど
(
五
七
七
|
五

七
八
頁
)
、
尾
道
の
町
政
に
腐
心
し
て
い
る
こ
と
が
覗
え
る
。

そ
の
救
済
策
の
ひ
と
つ
が
、
慈
観
寺
本
堂
の
造
営
で
あ
っ
た
。
『
新
修
尾

道
市
史
第
六
巻
』
に
「
墓
域
は
橋
本
氏
一
族
の
も
の
の
み
を
葬
つ
で
あ
る
」

と
さ
れ
る
よ
う
に
(
七

O
頁
)
、
慈
観
寺
は
橋
本
家
の
個
人
的
色
彩
の
強
い
檀

那
寺
で
あ
っ
た
。
そ
の
造
営
に
窮
民
を
雇
い
給
金
を
払
う
こ
と
で
餓
死
者
を
出

さ
な
か
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
こ
の
慈
観
寺
本
堂
の
造
営
に
取
り
掛
か
っ

た
年
が
、
窪
紅
碑
の
建
立
さ
れ
た
年
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
橋
本
竹
下
の
碑
文
の
最
後
に
、
成
仏
し
た
後
の
平
穏
を
祈
る

一
節
が
与
え
ら
れ
る
心
理
は
理
解
さ
れ
る
。
飢
鍾
対
策
に
寺
の
本
堂
の
造
営
を

思
い
つ
く
彼
の
個
人
的
な
傾
向
性
と
し
て
、
仏
教
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
し
、
そ
の
場
所
的
な
背
景
と
し
て
、
多
く
の
僧
や
尼
僧
が
住
み
、

数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
八

O
以
上
の
寺
が
密
集
し
て
い
た
と
さ
れ
、
今
日

も
古
寺
め
ぐ
り
と
称
し
て
石
畳
を
敷
き
詰
め
て
観
光
コ

l
ス
と
す
る
尾
道
に
お

け
る
仏
教
信
仰
と
い
う
土
壌
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
加
え
て
、
当
寺
の
尾
道
と
い
う
歴
史
的
場
所
か
ら
も
、
「
癌
紅
」
と

い
う
心
理
が
理
解
さ
れ
る
。
金
持
ち
達
の
付
き
合
い
と
し
て
、
ま
た
、
高
級
な

趣
味
と
し
て
の
詩
文
や
文
化
的
素
養
の
訓
練
と
し
て
、
頻
繁
に
行
っ
た
活
花
の



会
を
取
り
囲
ん
で
い
た
の
は
、
飢
謹
と
い
う
現
実
で
あ
っ
た
。
楽
し
ん
だ
結
果

枯
れ
た
草
花
を
た
だ
捨
て
去
っ
て
し
ま
う
に
は
、
余
り
に
厳
し
い
現
実
が
、
そ

こ
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
何
ら
か
の
儀
式
を
欲
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

結
びさ

て
、
産
紅
碑
は
、
こ
の
よ
う
な
、
回
能
村
竹
田
の
個
人
的
状
況
、
す
な
わ

ち
、
本
来
は
尾
道
と
い
う
場
所
と
は
独
立
の
個
の
自
己
表
現
と
、
尾
道
と
い
う
、

本
来
は
田
能
村
竹
田
と
は
独
立
の
場
所
の
状
況
と
が
合
致
し
て
成
立
し
た
と
い

え
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
本
来
は
独
立
で
あ
り
な
が
ら
、
大
き
く
は
尾
道
に

集
約
さ
れ
た
場
所
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
拠
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
、
考
察
し

思能村竹田「産車工碑(えいこうのひ)Jの場所論約分析

て
き
た
通
り
で
あ
る
。

碑
の
建
立
を
だ
れ
か
が
持
ち
か
け
、
恐
ら
く
は
す
ぐ
に
賛
成
を
得
ら
れ
た
こ

と
が
想
像
で
き
る
。
賛
成
し
建
立
し
た
と
い
う
事
実
は
確
固
た
る
も
の
だ
が
、

そ
の
よ
う
に
至
っ
た
経
緯
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
必
然
的
に
結
び
つ
い
て
、
い
ま
も
、
千
光
寺

の
鐘
楼
横
に
法
紅
碑
は
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
小
論
の
論
旨
を
強
化
す
べ
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
含
ん
だ
調

査
を
重
ね
る
こ
と
と
、
一
般
論
と
し
て
の
場
所
論
を
よ
り
厳
密
に
、
諸
例
を
も

と
に
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

(
あ
ら
き

ま
さ
み

日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学
教
授
)

参
考
資
料
(
初
出
順
)
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窪
紅
碑
碑
文
、
広
島
県
尾
道
市
千
光
寺
境
内
、
天
保
五
年
(
一
八
三
回
)

大
分
県
教
育
庁
管
理
部
文
化
課
編
『
大
分
県
先
哲
叢
書

文
篇
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
平
成
四
年

西
国
幾
多
郎
「
場
所
」
、
大
正
一
五
年
、
『
閲
回
幾
多
郎
全
集

一
九
四
九
年
/
一
九
八
八
年

中
村
元
監
修
・
峰
島
旭
雄
責
任
編
集
『
比
較
思
想
事
典
』
東
京
書
籍
、
二

O
O
O年

大
分
県
教
育
庁
管
理
部
文
化
課
編
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
資
料
集
書

簡
篇
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
平
成
四
年

宗
像
健
一
『
大
分
県
先
哲
叢
書
田
能
村
竹
田
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
平
成
五
年

青
木
茂
編
『
新
修
尾
道
市
史
第
六
巻
』
尾
道
市
役
所
、
昭
和
五
二
年

亀
山
士
綱
『
尾
道
士
一
一
山
稿
』
文
化
二
二
年
、
翻
刻
版
H
備
後
郷
土
史
会
、
昭
和
九
年

田
能
村
竹
田

資
料
集

詩

第
四
巻
』
岩
波
書
居
、

尾道市千光寺・中央玉乃岩右下に恋紅碑写真 1



34 

回畑

写真 3 千光寺道の凹能村竹田像(矢Jf3
勇作「悠J1992) 写真 2 尾道市千光寺境内の痩紅碑

主賓

写真 4 尾道市慈観寺本堂

写真 5 慈観寺境内の橋本竹下墓所


